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ベースアップは１５００円＋０．１％と悔しい回答になりました。 

これまで我々青年部員は、度重なる災害や輸送障害に対し、安全・

安定輸送を提供するべく日夜奮闘してきました。また、昨年より続く

大幅な物価上昇により実質の賃下げ状態にあります。会社はこれを

認識しつつも困窮する生活実態に寄り添わない低額回答に怒りを覚

えざるを得ません。しかし、当初会社は「率」回答にこだわるとしてい

ましたが、これを覆し格差が最小限になる回答を引き出せたのは、

青年部員の闘いの成果だと思います。 

この怒りをバネに次の夏季手当の闘いに活かし、青年部らしく「楽し

く、明るく、元気よく」闘いをつくりだそう！！ 

 

諸要求は 

① 入社一年目の年休付与数を１１日→１５日とする。 

② 保存休暇の使用範囲の拡大 

被災時に２等身以内の家屋等の片づけ等に使用できるように 

③ ワクチン接種の範囲拡大 

今の配偶者とこども一人までが同居する親までに拡大 
 


